
           令和７年（２０２５年）１月号⑥ 

学校通信  

         和の光         宝塚市立西谷中学校 

■阪神・淡路大震災を振り返る～中学生の手記を通してⅡ～ 

  平成７年１月１７日の午前５時４６分、壊滅的な地震が神戸市をはじめとする阪神・淡路地区を

襲いました。この地震で、かけがえのない命を奪われた人５５０１人、不明者２名、被災地で不自

由な生活を送っている人２１万人（平成７年４月６日現在）。 

  神戸市では１５４人の小・中学生が尊い命を奪われました。また、一瞬にして親やきょうだいを 

 失った人もいます。私たちは決してこの災害を風化させてはならないと思います。阪神・淡路大震

災から２５年目となる今、当時の震災を経験した中学生の記録作文集から２つの手記を紹介したい

と思います。ぜひ、最後まで読んでいただき、「命の尊さ」「日常生活の有難さ」などについて考え

る機会にしてもらいたいと思います。 
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■進路について考えよう～面接についてⅡ～ 

  ２月になると、私立高校の入試や公立高校の推薦・特色選抜が行われます。その際に、面接が実

施されます。（私立高校では併願受験の場合は面接が無い高校もあります）多くの生徒が面接は初

めての経験だと思います。進路学活でも面接の学習は行いますし、実際に学年の先生や校長面接も 

 行いますので、心配はしなくても大丈夫ですが、下記の内容をぜひ読んで心の準備をしてもらいた

いと思います。 

★面接を行う目的 

  面接の大きな目的は、ペーパーテストでは測ることができない内容を受験生に直接確認すること

です。 

（1) ペーパーテストでは分からない「受験生の人間性・思考力など」を確認する。 

   調査書に書かれていることと実際の生徒像が異なっていないか。受験生の人となりを確認する 

   目的があります。新学習指導要領において重視されている「思考力・表現力・判断力」につい

て、受験生本人と対話することで、これらの力を見極めたいという意図が考えられます。 

(2) 高校の「求める生徒像」にあっているかを確認する。 

  高校側は必ず「求める生徒像」を公開しています。「求める生徒像」には資質やタイプ、卒業後

の志向などが記載されており、筆記試験では判断しにくい要素といえます。受験生が自校の

「求める生徒像」に合致しているかを確認する目的があります。自分が受験する高校の「求め

る生徒像」、「教育方針」についてはしっかりと確認しておく必要があります。 

(3) 入学後の意欲、興味関心の方向などを確認する。 

  受験生の熱意を見ることも目的のひとつとなっています。その高校に合格した場合、３年間し

っかりと学習に臨む意欲があるか、また途中でやめるようなことがないか、などを確認する目

的があります。特に、スポーツ推薦や自己推薦などでは重要な指標になります。 

★よく聞かれる質問事項と回答例 

  限られた時間でたくさんの質問をすることはできませんが、受験生が質問事項に対して自分の 

 言葉で（答えの丸暗記ではダメ）、熱意を持って答えていることが面接官に伝わるようにしたいも 

のです。下記に良く質問される事項と回答例を記載しておきます。各自の現状に合わせて回答を 

考える際の参考にしてください。 

(1) なぜ、この高校を志望したのですか？ 

  私は、将来英語を活かした職業に就きたいと考えています。●●高校では、英語の授業や国際

交流に力を入れていることを知り、オープンハイスクールに参加しました。その時の学校の様

子や先輩方の話を聞いて、ぜひこの高校に進学して自分の夢を実現したいと考えたからです。 

(2) 高校に入学したら、どんなことに力を入れたいですか？ 

  私は、３年生の時に生徒会執行部役員を経験しました。生徒と先生方で力を合わせて行事を企

画・運営する力を身に付けたり、人前で話をすることに自信が持てるようになりました。この

経験を活かして高校でも生徒会活動に力を入れたいと思います。 

(3) 中学 3年間で一番力を入れたことは何ですか？ 

  部活動です。私は中学校で３年間吹奏楽部に所属していました。初めて楽器に触れて自分に演

奏ができるか不安でしたが、仲間と共に練習を積み重ねることで次第に演奏する力が身につい

てきました。地域行事や定期演奏会などで曲を演奏することで、聴く人に音楽の楽しさを伝え

ることができるように部員全員で魂を込めて取り組みました。 

 

 

(4) 中学校生活の一番の思い出は何ですか？ 

  文化発表会で行った書道パフォーマンスです。私の学校では書道パフォーマンスが伝統となっ

ていて。３年間書道パフォーマンスを続けることで、仲間との絆が深まり、見る人に感動を与

えることができたからです。 

(5) 得意教科・不得意教科は何ですか？ 

  得意な教科は理科です。その理由は理科の学習を通して身近な自然現象や物理現象がなぜ起こ

るのかを学ぶことが楽しいからです。苦手な教科は英語です。単語を覚えるのは得意なのです

が、文法を覚えるのが苦手だからです。高校では苦手な英語を克服したいと考えています。 

(6) 将来の夢はありますか？ 

  ※夢が具体的にある場合 

私は音楽が好きで歌を歌ったり、ピアノを弾いたりすることが得意です。また、人と関わるこ

とも好きなので、将来は幼稚園や保育園の先生になりたいと考えています。 

※見つかっていない場合の例 

将来の夢はまだ見つかっていませんが、私は国語や英語など語学に興味があります。なので、

これらの力を活かした職業に就けるように高校でさらに自分探しをしたいと考えています。 

(7) 自分の長所・短所を教えてください。 

  私の長所は誰に対しても思いやりを持って公平・公正に接することができるところです。短所

は、物事にチャレンジする時に失敗したらどうしょうと思って消極的になるところです。これ

からは、様々な経験を積んで自分に自信が持てるように頑張りたいと考えています。 

(8) 部活はやっていましたか？ 

  ※具体的な戦績を述べる場合 

３年間陸上競技部に所属していました。種目は長距離で、中学３年生の時に阪神大会に出場し、 

  １５００ｍ走で●分◎秒の記録を残しました。 

  ※部長などの経験がある場合 

  ３年間、テニス部に所属し部長を務めていました。テニスの技量だけでなく部員をまとめる力

が身に付きました。 

(9) 最近のニュースで気になったものはありますか？ 

  ２０２４年１１月現在で、新聞やネットで注目されている記事について参考に紹介します。 

  新聞やネットで時事問題にも目を向けるようにしましょう。 

   ①衆議院選挙が投開票  ②円安・物価高  ③新紙幣の発行 

   ④アメリカ大統領選挙  ⑤佐渡金山が世界遺産に登録決定 

⑥日本被団協にノーベル平和賞  ⑦EUで生成 AI規制法が成立 

⑧物流 2024年問題       ⑨EXPO2025 大阪関西万博 

 ⑩１６歳未満のＳＮＳ利用禁止がオーストラリア議会で可決 

※時事問題が推薦・特色選抜の小論文（新聞記事や図を読み取って、自分の考えを論じる）で 

 出題されることがあります。ぜひ、ニュースで世間の動きにも目を向けてください。 

(10) 今日の試験の出来具合はどうですか？ 

  ※予想外の質問をされた場合に臨機応援な対応ができるかを見ています。 

   ３年間中学校で学んだ成果が発揮できるように、どの教科も精一杯頑張りました。 


